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市議会議員 

２０１８年９月・１２月議会報告 

≪ ９月議会 ≫ 

今年は4月に統一地方選挙、5月に改元、７月には参議院選挙と忙しい年になりそうです。 

安倍一強政治を続けるのか否か、国民の判断が問われる年です。 

 稲城市では増加する保育ニーズに対応するために、新しい保育園の増設が急ピッチで進んでいます。10月からは消

費税の値上げと共に「保育の無償化」がスタートする予定です。しかし、3 歳からは一律無償でも０～2 歳は所得制

限を設けるのか、給食の食材費の負担を求められるのかなど、詳細はまだ明らかにならず、実施する自治体にとって

は課題が山積みです。 

「子どもの安全」 と 

「保育の質の確保」 に向けて 

■市長提出議案はすべて全会一致で可決されました。（住居表示に関する条例、病院事業を

公営企業法の全部適用にするための条例、職員の給与や公的施設の指定管理者の指定、学

校給食第一調理場建替移転工事契約に関する議案等） 

■陳情は6件。そのうち3件は「親の別居・離婚による子どもへの虐待防止」に関するも

ので内容は昨年提出されたものとほぼ同じものでした。前回同様市の対応の改善を求める

陳情には賛成しましたが、他の2件、国の法整備と学校の対応を求める陳情は、前回同様

内容に無理があるという判断から反対しました。 

■第７号陳情「多摩市・稲城市の最大の里山、希少動植物の宝庫、東京有数の戦争遺跡・

多摩火工廠の市民利用と保全に関する陳情」に賛成しました。日米地位協定の不平等が現

れている課題でもあり、市民の要望が尊重されるべきと考えます。 

■第８号陳情「日本政府に対し「核兵器禁止条約」に署名・批准を求める意見書の提出を

求める陳情」に賛成しました。唯一の被爆国であり、ICAN がノーベル平和賞を受賞した

ように核兵器廃絶は世界共通の願いであると考えます。 

■第９号陳情「大丸都営住宅跡地に、高齢者施設などの福祉施設開設についての陳情」に

賛成しました。 

 

■平成２９年度決算におおむね賛

成としました。 

■私は補正予算の委員でしたが、

「戸籍電算システム改修委託 47

万 6000円」について「マイナン

バー制度の導入にむけて」と表現

しているが、導入については法制

審議会で審議中であり適当でない

こと、戸籍制度の合理化は必要だ

としても、マイナンバー制度と紐

づける必要はなく、プライバシー

侵害の危険が高まることや費用対

効果の観点からも課題があると指

摘されていることを質問・討論し

ました。 

 

≪ １２月議会 ≫  

 保育士不足が解消されないまま、急激に変わる子育て環境。学童保育においても人手

不足の解消のために「従うべき基準の緩和」が国によって進められようとしています。

子どもの安全のためにようやくできた職員の資格と職員数というたった２つの基準を

簡単に外すべきではありません。 

 「子どもの安全」と「保育の質の確保」のために、自治体として何ができるかは今年

の緊急の課題です。 

 村上洋子と稲城・生活者ネットワークは「ひとりにしない子育て・介護」をスローガ

ンに「保育の質の確保」「妊娠期からの切れ目のない子育て支援」に引き続き取り組み

ます。そして、「介護離職」や「生きづらさ」の解消をめざし「だれも置き去りにしな

いまちづくり」をすすめ、持続可能な「緑を守るまちづくり」に挑戦します。 

 

上谷戸大橋水車小屋付近で、子ども

参加で水質調査。 2018 年 8 月 
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9 月議会、12 月議会の報告をまとめてさせていただきます。レポートの折込をお願いしていた折込会社が前回 2018 年 7 月 29 日の

レポート発行の後廃業してしまいました。新聞の購読が激減しているということです。過去には市内すべての新聞を合わせて３万部を超え

ることもありましたが、現在の購読部数は１万９千部に満たないようです。 

市民の皆さんに情報をお届けする手段を増やすため、フェイスブックを始めました。 村上洋子のいきいきレポートで検索してください。 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ.1３ 

💛村上洋子とおしゃべりタイム 
 
2019 年政策発表会 
《村上洋子といきいき会議/まちづくりのお話し》 

 
３月９日（土）1７時～ 
稲城ネット事務所にて 042－379-2435 

 

安心・安全な給食食材の確保にむけて、「食材

の選定基準」の策定に取り組むとの回答！ 

 

≪ ９月議会 一般質問 ≫  

稲城市の現状は人数的には少なく、転入や入

学の際に教育委員会が把握している、また、言

語については珍しい言語も含まれ個別の対応が

重要なことが解りました。しかし、対応はボラ

ンティアに頼るところが大きく、家族も含めた

サポート体制が必要です。更に調査して次回の

質問に繋げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年１月に神奈川県小田原市の生活保

護担当課が「保護なめんな」などのローマ字が

入ったジャンパーをつくり、問題となりました。

批判を受けとめ改革を実現した小田原市の取り

組みは参考にすべき点があり、市に問いました。

特に新しい「しおり」については評価が高く、

「居住用の住宅は原則として保有が認められ

る」ことや「通院など、個別の事情によっては自

転車やオートバイの保有が認められる場合もあ

る」「ＤＶや虐待など、特別な事情がある場合に

は、親族への照会を見合わせること」「高校生の

アルバイト収入は、授業料の不足分や修学旅行

費、学習塾代、大学・専門学校の入学金など、早

期自立に充てられると認められるものは、収入

として認定しない」などを書き込むべきではな

いかと問いました。市は「しおり」の見直しは考

えていないという回答でしたが、次回増刷のタ

イミングで見直すべきと考えます。 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 12月議会 一般質問 ≫ 

  

 

新調理場の完成と給食のアレルギー対応の開

始は、大勢の市民が心待ちにしていることです。 

進捗状況、内容、保護者からの要望の聞き取りな

どについて尋ねました。 
 

【答】 平成 32 年 9 月から実施できるよう進めている。保

護者等の意見を伺い、学校給食共同調理場運営委員

会、教育委員会に諮るなど手順を踏んで行う。アレルギ

ー調査については「アレルギー疾患用学校生活管理指

導表」によって行い、回答にばらつきが出にくいよう工夫

している。アレルギー対応としては除去食と代替食の両

方を検討しており、およそ 50 人程度の対応と予測してい

るが 100 食位対応可能。 
 

アレルギー対応について「保護者の意見を聞

きとる機会を設ける」と明言されたことは大変

評価できます。 

この機会に色々な質問・要望などを伝えていき

ましょう！また、「学校毎にアレルギーのある子

の先輩保護者の方と新入学の保護者の方が気楽

にアドバイスを受けたり情報交換できる場が必

要では？」と聞きましたが、 こちらは「研究す

る」とのこと。校長の裁量で可能なことですので

学校や PTA で、アレルギーへの不安を無くす取

り組みを要望していきましょう！ 

 

「男女雇用機会均等法」や「育児・介護休業

法」「女性活躍推進法」は、性別により差別され

ることなく能力を発揮し、仕事と家庭を両立さ

せて働ける社会を目指していますが、働く人の

４割が非正規でその７割は女性です。依然とし

て男女の格差は根強く残っています。 

生活者ネットワークは 2019 年政策をまとめる

過程で、ジェンダー平等にむけた幾つかの施策

を指標とした自治体ランキング調査をおこない

ました。この調査で稲城市は４９区市町で４４

位と残念な結果でした。 

市の施策と課題について聞きました。 
 

【答】 特定事業主行動計画については、管理職に占め

る女性の割合を 30％以上とする目標を平成 30 年度に

達成し 30.2％。男性の育児休業取得率は平成 29 年度

12.5％です。 
 

女性管理職の 30％超えは評価したいと思い

ますが、女性管理職は課長止まりで部長に昇進

する時にジェンダーの壁が厚いということがわ

かっています。「本人が希望しない」ことが多い

のですが、それは男性管理職の働き方に問題が

あるからです。しかし、稲城市では女性の方が

将来に対する明確な希望を描いているというこ

とがアンケート調査によりわかっているそうで

す。女性職員の活躍に期待し、働きやすい環境

づくりを進めてもらいたいと思います。また、

男性の育児休業取得は義務化し（パパクォータ

ー制）周りに遠慮して取りづらいということが

ないよう改善すべきです。 

 

 

 

エネルギーと生命力に満ちた芸術、アールブ

リュットが注目されています。障がいがあって

も、日々をいきいきと過ごすことを目指して、

芸術活動を障がい者施策に取り入れること、ま

た、アールブリュットを積極的に紹介していく

ことを質問・提案しました。 

芸術活動についてさらに取り組んでいくとの

回答でした。推進されることを期待します。 
 
※NHK の日曜美術館で取り上げられた鹿児島県の

「しょうぶ学園」や滋賀県の「やまなみ工房」などが

これを実践していることで有名です。インターネット

で動画なども見ることができます。興味のある方は是

非ご覧になってください！ 

 

成長期にある児童生徒に安心・安全な学校給

食を提供するためには、良質で安全な学校給食

用食材の確保が不可欠です。市はできるだけ農

薬や添加物の少ないものを選び遺伝子組み換え

食品は使わないなどの努力をしていますが、保

護者の意見も聞きながら一定の食材の選定基準

を設けていくことが望ましいと考えます。 

8 月に学校給食向けの食材会社｢由起食品｣の

賞味期限切れ鶏肉出荷問題について報道があり

ました。｢由起食品｣との取引があるか、食材納

入のチェック体制、食材の安全基準などについ

て聞きました。 
 

【答】 問題となった鶏肉の購入実績はなかった。ホーム

ページで周知していく。学校給食の主な食材の選定基

準は、さらに安全な食材を確保していく上で必要と考え

ており、今後、策定に向けて取り組んでいきたい。 
 

稲城市では事件の前から、すべての納入業者

に対してチェックを行うなど安全管理体制はし

っかりしていました。また、市独自の食材の選

定基準の策定に取り組んでいくとのこと、これ

に保護者の意見も反映されるよう意見を届けて

いきましょう！ 
 

 

 

2018 年 6 月に府中市の書類送付ミスが新聞

で報じられました。DV や虐待から避難している

人の情報漏えいは命にかかわる重大な過失であ

り、あってはならないことです。稲城市の個人

情報・特定個人情報の提供について、特に配慮

が必要な人への対応等について聞きました。 

 

 

【答】 「住民基本台帳事務における支援措置対象者

（注）」については、システム上で対策を行っている。それ

以外の配慮が必要な方についても工夫をして対応して

いる。弁護士や警察からの捜査協力は厳格に審査し情

報を提供する。「万が一、情報漏えいが起こった場合」に

は「早い段階で把握及び分析し、適切な対策を講じるこ

とにより、その予防対策、再発防止、問題の拡大防止等

を図る」ことを担当者間で共有している。 
 

（注）市の住民基本台帳に記録または戸籍の付票に記

載があり、ドメスティック・バイオレンス、ストーカ

ー行為等、児童虐待及びこれらに準ずる行為の被害者

で、かつそれらの行為の加害者が被害者の住所を探索

する目的で住民票の写しなどの交付請求を行うおそ

れがある方で、警察や配偶者暴力相談支援センター等

の意見に基づき、市が支援の必要性を認めた方。 
 

個人情報の漏えいに対する国の施策は万全で

はありません。自治体の適切な対応が重要で

す！これからも市の努力を注視していきます。 

 

 

 

 

 国内の公立小・中・高校等に在籍する日本語

がわからない児童・生徒は、この 10 年間で 1.6

倍に増加しています。稲城市における実態を明

らかにし、速やかに支援を行う必要があると考

え質問しました。 
 

【答】 稲城市では日本語指導が必要な外国籍の児童・

生徒数は８人、日本国籍の児童・生徒数は３人。学校に

おける指導ではボランティアの協力を得たり教員が個別

に行うなど実態に応じて指導している。今後は、国や都

の情報を収集しながら研究する。 

個人情報・特定個人情報の安全な取扱いを！ 

 

日本語を母国語としない児童・生徒への学習支

援が必要！ 

 

小田原市の生活保護行政改革から学ぶも

のは？ 

 

新第一調理場の誕生でアレルギー対応給食が

始まります！ 

 

ジェンダー平等社会の実現に向け行動しよう！ 

 

障がいのある人の芸術活動の推進とアールブ

リュットの紹介を！ 

 


